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食農科学科・緑科学科２年インターンシップ　
　10 月４日（火）～７日（金）にかけて、食農科学科２年生 23 名、緑科学科２年生４名が職業体
験を行いました。生徒が自ら興味のある職業を選択し計 19 事業所で実習が行われました。
○インターンシップを経験しての生徒感想
　食農科学科２年　亀谷さん（清和中出身）
　私は、インターンシップでサンライズホームセンター矢部
店に行きました。私は、品出作業を三日間やり、ずっと立ちっ
ぱなしだったので、とても疲れました。私の親は、こんなき
つい仕事を弱音も吐かずにやっているので、すごいと思いま
した。将来仕事をする上で、お客様の対応や、仕事仲間との
人間関係など大事なことを学べたので良かったです。
　食農科学科２年　後藤くん（蘇陽中出身）
　私は、就業体験で肥後やまと会に行きました。この会社は
生産者が生産した農作物を事務所に集め仕分けをして、いろ
いろな店などに出荷をする流通の場でした。私は、社員の方
だけではなく、生産者の方とも相談しながら、今後について
考えている姿を見て、改めて協力することの大切さを学ぶこ
とができました。就業体験で学んだことをこれからの進路や
日頃の学校生活に繋げていきたいです。
　緑科学科２年　山崎くん（矢部中出身）
　私は、三日間森林組合でインターンシップを行い、たくさ
んの事を学ばせていただきました。特に森林組合の仕事は山
での仕事が多く、危険なとこもありましたが、木の伐倒など安全に作業できることができて良かっ
たです。この体験を学校での実習等に活かしていきたいと思いました。
　緑科学科２年　木村くん（砥用中出身）
　今回、私は三日間尾上建設でインターンシップを行いました。仕事を体験していく中で、尾上建
設の方は「安全確認」を特に大事にしているのが分かりました。月に一回行われる会議でも「安全
確認」の事を多く話されていました。この体験を活かして今後の進路活動をしていきたいと思いま
した。

石橋石工体験研修　～緑科学科２年～　
　10 月 14 日（金）に石橋石工体験研修を行い、緑科学科２年
生４名が参加をしました。座学の講師では、尾上建設の尾上様、
東陽石匠館元館長の上塚様に、石橋の歴史や技術概要説明を
行っていただきました。実習では、日本の石橋を守る会の方々
に石材加工の技術指導を行っていただきました。
○研修を受けての感想
　緑科学科２年　松永くん（砥用中出身）
　普段しないような、石を割って表面を平らにする研修をしました。ハンマーとノミを使って石を
割るのがとてもきつかったけど、石がきれいに割れたときは嬉しかったです。貴重な体験ができて
良かったです。
　緑科学科２年　坂口くん（砥用中出身）
　石橋石工体験研修を通して、石橋の歴史や製作までの過程を知ることができて良かったです。一
つの石を割って、削るまでの作業がとても大変でしたが、石を綺麗に削り終わったときは、達成感
がありました。
　今回の研修で、石橋がどのように造られたかが分かり、石橋に対する見方や思いが変わりました。
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。

　10 月 18 日、工藤町長、岡本副町長、藤吉教育長ほか一行で熊本県庁を訪れ、「熊本地震・梅雨豪雨」
に対する要望書を提出し、意見交換を行いました。
　本町の被害は、熊本地震による公共土木施設や農林業被害が総額約 19 億円、豪雨被害による被
災総額は約 136 億円に上ります。
　工藤町長は、「4月の地震で緩んだ地盤に6月の豪雨で大量の雨水が侵入し、被害が拡がったため、
地震関連被害として認識して欲しい。」と要望し、豪雨による被害も地震被害と併せた復興基金の
拡充を強く求めました。
　その後、熊本県教育委員会を訪れ、「高校入学者選抜学区における県外枠５％の見直し」につい
て要望書を提出し、同一生活圏で育った宮崎県境の子どもたちが、本県への進学が制限されてい
ることが矢部高校の入学者の減少にも関わる一つの要因であることを訴え、規制枠の見直しを要
望しました。

肥後やまと会で野菜の仕分け作業

森林組合での伐倒作業

地震関連被害と認識を

工藤町長（左）、坂本知事公室長（右） 越猪教育指導局長（左）、工藤町長（右） 意見交換会の様子
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